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第２１５号 
２０２２（令和４）年 

９月２０日発行 

 

全
国
の
ひ
な
び
た
名
湯
を
紹
介
す
る
情
報

誌
『
日
本
百
ひ
な
泉
』(

日
本
ひ
な
び
た
温
泉

研
究
所
発
行)

で
全
国
第
１
位
に
選
ば
れ
た

「
千
原
温
泉 

湯
谷(

ゆ
ん
だ
に)

湯
治
場
」
は

有
名
で
す
が
、
沢
谷
に
は
千
原
温
泉
以
外
に

も
地
元
で
「
〇
〇
の
湯(

ゆ)

」
な
ど
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
中
か
ら
「
酒
谷
の
湯
」
と
「
千
原
の

間
欠
泉
」
を
掲
載
し
ま
す
。 

掲
載
№
１ 

  
酒
谷
の
湯 1 

 
 

    

や
が
て
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
収
束
。 

蚊
に
さ
さ
れ
つ
つ
、
次
の
湧
き
出
し
を
２０

分
間
待
ち
ま
し
た
が
根
気
が
続
か
ず
断
念
。

後
日
、
か
つ
て
自
由
研
究
で
調
べ
た
中
学
生

に
聞
く
と
２５
分
か
ら
３０
分
待
つ
と
湧
き
出

る
と
の
こ
と
。
（
残
念
！
） 

           

※
白
い
泡
の
と
こ
ろ
が
湯
口
で
す
。 

 

                  
 
 

酒
谷
地
内
の
県

道
美
郷
飯
南
線

沿
い
の
看
板
か

ら
約
２０
ｍ
の
川

沿
い
に
あ
り
、
色

は
薄
い
乳
白
色
、 

や
や
抜
け
た
炭
酸
系
の
金
気(

か
な
け)

味
で
す
。 

斜
面
か
ら
湧
き
出
て
い
て
、
地
元
の
方
作
製 

の
１
ｍ
四
方
の
湯
舟
に
溜
ま
っ
て
い
ま
す
。 

        

掲
載
№
２ 

  

千
原
の
間
欠
泉(

仮
名) 1 

 

 
千
原
と
石
原
に
架
か
る
「
千
原
橋
」
の
下

で
ひ
っ
そ
り
と
、
か
つ
大
胆
に
湧
き
上
が
る

間
欠
泉
。
か
つ
て
は
千
原
コ
ミ
セ
ン
前
身
の

集
会
所
「
千
原
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
汲
み
上

げ
ら
れ
て
い
た
湯
で
、
名
称
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
め
仮
に
千
原
の
間
欠
泉
と
し
ま
し
た
。 

湯
口
に
近
づ
く
と
偶
然
に
も
ボ
コ
ッ
ボ
コ
ッ

と
音
が
し
て
、
勢
い
よ
く
地
中
か
ら
湧
き
出

し
て
き
ま
し
た
。
溢
れ
る
こ
と
約
７
分
間
、

や
が 

【
湧
き
出
し
中
の
湯
口
】 

【
普
段
の
湯
口
】 
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公
民
館
講
座  

ク
ラ
フ
ト
教
室  

 
  

 
 

９
月
８
日(
木)
、
公
民
館 

講
座
「
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
の 

３
回
目
は
、
７
名
の
参
加 

者
が
梅
木
主
事
の
リ
ー
ド 

に
よ
り
「
グ
ラ
ス
サ
ン
ド 

ア
ー
ト
」
に
挑
戦
し
ま
し 

た
。 グ

ラ
ス
サ
ン
ド
ア
ー
ト 

と
は
、
透
明
な
ガ
ラ
ス
の 

器
に
カ
ラ
フ
ル
な
色
の
つ
い 

た
砂
（
カ
ラ
ー
サ
ン
ド
）
を 

積
み
重
ね
、
色
の
層
の
模
様
を
作
る
作
品
の
こ
と
で

今
回
は
そ
の
作
品
の
中
心
に
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
、
サ
ボ
テ
ン
を
植
え
た
２
種
類
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

１
回
ご
と
に
、
入
れ
る
砂
の
量
や
角
度
を
少
し
変

え
る
だ
け
で
も
出
来
上
が
り
の
模
様
が
全
く
違
っ
て

く
る
の
で
、
皆
さ
ん
無
言
に
な
り
黙
々
と
作
業
を
進

め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

砂
を
ガ
ラ
ス
の
器
の
上
部
ま
で
重
ね
て
か
ら
サ
ボ

テ
ン
を
植
え
る
工
程
で
は
、
な
か
な
か
真
っ
直
ぐ
に

植
え
ら
れ
ず
苦
労
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
の
作
品
も
個
性
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
出
来
上
が
り
に

な
り
、 

「
難
し
か
っ
た
け
ど
可
愛
い
！
」
「
〇
〇
に

飾
ろ
う
！
」
な
ど
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

  
 

花
か
ら
種
へ
！ 

種
か
ら
油
へ 

変
身
を
し
て
ゆ
く
「
ひ
ま
わ
り
」 

 

沢
谷
地
域
連
合
自
治 

会(

地
域
振
興
部)

で
取 

り
組
む
「
地
あ
ぶ
ら
プ 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。 

営
農
組
織
「
熊
見
地 

域
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
」
の 

皆
さ
ん
に
よ
り
、
６
月 

に
播
種
さ
れ
た
〝
ひ
ま 

わ
り
〟
の
種
が
見
事
に 

実
り
、
９
月
３
日
と
４ 

日
の
２
日
間
で
刈
り
取 

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
大
き
な
花
が 

多
く
、
腐
れ
も
な
く
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
型
台
風
の
襲
来
前
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
わ
れ
た
た
め
、
例
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
の
収
穫
が
見
込
ま 

れ
ま
す
。
ハ
ウ
ス
で
約 

１
カ
月
間
乾
燥
後
、
唐 

箕
か
け
と
選
別
を
行
い 

搾
油
に
出
し
ま
す
。 

年
末
に
は
「
ひ
ま
わ 

り
油
」
が
出
来
上
が
る 

 
 
 

 

予
定
で
す
。 

グラウンドゴルフ大会 
今年度第２回目のグラウンドゴルフ大会を

次のとおり開催します。 

日 時 １０月２日（日） 

     午前９時３０分開会 

     ※集合は 9時 20分までに 

会 場 沢谷交流センターグラウンド 

定 員 ３０人（申込順） 

参加費 無料（飲み物は持参ください） 

申込み ９月２７日（火）までに 

    沢谷交流センター(75-1920)へ 

－沢谷地域連合自治会－ 

ミニ沢谷元気まつり 
連合自治会役員会において、今年度の沢谷

元気まつりの開催については、規模を縮小

し「ミニ沢谷元気まつり」として開催する

ことが決定されました。 

開催日時 １１月６日（日） 

     午前１０時から午後１時まで 

会 場 沢谷交流センター広場 

内 容 沢谷中央市場フェア、ステージ、

フリーマーケット、軽食 等 

その他 詳しくは来月号でお知らせ予定です。 

－沢谷地域連合自治会－ 
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読
ん
で
み
よ
う
！ 

『
日
本
国
憲
法
』 

 第
十
八
条 
何
人
も
、
い
か
な
る
奴
隷
的 

拘
束
も
受
け
な
い
。
又
、
犯
罪
に
因
る 

処
罰
の
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
意 

に
反
す
る
苦
役
に
服
さ
せ
ら
れ
な
い
。 

第
十
九
条 

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、 

こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

第
二
十
条 

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対 

し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
い
か
な 

る
宗
教
団
体
も
、
国
か
ら
特
権
を
受 

け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し 

て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀 

式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強 

制
さ
れ
な
い
。 

３ 

国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ 

の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て 

は
な
ら
な
い
。 

 

 

折りたたみテーブル 

65型有機テレビ 

ポン菓子機 

 

◆『マイナンバーカード申請 出張受付』について（交流センターから） 

未だマイナンバーカードを取得しておられない方を対象に、沢谷交流センターにおいて 

「出張受付」を行います。申請により町内加盟店で利用できる「みさととペイカード」 

などにポイントが付く申請期限は９月３０日までとなっています。 

 日時：９月２６日（月）午後１時から３時まで ※胃がん検診日程に併せ開催します。 

 会場：沢谷交流センター多目的室または和室   

 必要書類：「個人番号通知カード(申請書)」「本人確認書類」（運転免許証・医療保険証・年金手帳等） 

       写真は、当日写しますので持参される必要はありません。 

   ※不明な点は、役場住民課（75-1213）または沢谷交流センター（75-1920）まで 

◆『邑智中３年生によるポン菓子販売』について（連合自治会から） 

邑智中学校ふるさと学習として、各地域のグループで自ら企画した活動を実施します。

沢谷の活動の一つとして、次のとおり「ポン菓子」の販売を行います。 

日時：９月２９日（木）午後１時頃から  場所：旧ＪＲ沢谷駅前 

価格：一袋１００円で販売しますので、お買い求めください。 

◆『断捨離講演会の開催』について（連合自治会から） 

様々な活動をしておられる断捨離トレーナーをお招きして講演会を開催します。 

詳しくは、添付しているチラシをご覧ください。 

◆『美郷町内 産直市スタンプラリーの実施』について（連合自治会から） 

「お楽しみ美郷の特産品セット」が当たるスタンプラリーが実施されています。 

町内の４カ所に備えられているスタンプカードにスタンプ２つ（１店舗１つ）を集め 

応募箱に入れると賞品が当たるというものです。 

産直市名は、沢谷中央市場（九日市）、産直みさと市（粕渕）、やなしおの里（別府） 

まほろば産直市（長藤）で、期間は１１月３０日（水）までです。 

詳しくは、それぞれの産直市または役場産業振興課にお問い合わせください。 

◆『沢谷地区民体育大会の中止』について（体育協会から） 

今年度の地区民体育大会は、新型コロナ感染症の状況からやむなく中止を決定しました。 

お知らせコーナー（公民館・交流センター・連合自治会） 
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〒699-4712 美郷町九日市 118番地 沢谷公民館発行 TEL：75-1920 FAX：76-0022 

 

 

 

★行事予定（９／２１～１０/３１）  

行  事 日  時 会  場 

沢谷スタイル「カメラ教室」 ９／２１(水)      10：00～ 多目的室 

ほのぼのサロン ９／２２(木)       9：30～ 多目的室 

連合自治会地域振興部会 ２２(木)      19：00～ 多目的室 

交流センター美化活動（５区・６区） ２５(日)      7：00～ 広場集合 

胃がん検診･前立腺･ﾍﾟﾌﾟｼﾉｹﾞﾝ検査 ２６(月)      午後 多目的室 他 

マイナンバーカード出張申請受付 ２６(月)      午後 多目的室 他 

わくわく！放課後教室 ２６(月)      15：40～ 全館 

沢谷スタイル「季節の料理教室」 ２７(火)       9：30～ 調理室 

邑智中学校３年生ふるさと学習   ２９(木)       終日 全館・旧ＪＲ沢谷駅前 

ニコニコ健康教室   ３０(金)      9：30～ 和室・多目的室 

『断捨離』講演会 １０／１(土)      10：00～  多目的室 

青パト隊一斉パトロール １(土)        18：00～ 広場集合 

グラウンドゴルフ大会 ２(日)      9：30～ グラウンド 

わくわく！放課後教室 ３(月)、６･１３(木)、他 15：40～ 全館 

沢谷スタイル「カメラ教室」 ５･１９(水)    10：00～ 多目的室 

自治会輸送バス ６(木)       8：40～ （沢谷～飯南町） 

沢谷スタイル「季節の料理教室」 未定        9：30～ 調理室 

沢谷スタイル「からだほぐし教室」 １１(火)       9：30～ 和室 

ニコニコ健康教室 １４(金)･２８(金)  9：30～ 和室・多目的室 

ハロウィンナイト ２１または２８(金) 17：00～ 全館 

ほのぼのサロン ２７(木)       9：30～ 多目的室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： 

   

沢谷地域の人口と世帯数（８月３１日時点の住民基本台帳数値）   ※( )内は前月増減 

人口４６６(-２)〔男性２３５人(-１)・女性２３１人(‐１)〕世帯２１１世帯(-１) 

い
と
し
子
よ 

い
と
し
子
よ 
あ
な
た
達
の 

い
で
立
つ
人
生
に
は 

如
何
な
る
運
命
の
浪
が 

待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か 

母
は
そ
れ
を
案
じ
て
い
る 

い
と
し
子
よ 

荒
き
浪
路
に
く
じ
け
ず
に 

希
望
の
帆
を
高
く
か
か
げ
て
ま
っ
す
ぐ
に 

歩
ん
で
お
く
れ 

尊
き
真
実
の
前
に
は 

打
ち
勝
つ
何
物
も
な
い
事
を
信
じ
て 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
荒
浪
を
超
え
て 

真
実
に
生
き
て
お
く
れ 

荒
れ
狂
う
怒
涛
の
海
も 

待
て
ば
静
か
な
る 

 

日
の
来
る
事
を
信
じ
て 

 

（
二
人
の
子
供
に
） 

 
 
 
 
 

み
ど
り
の
風   

 

詩
の
コ
ー
ナ
ー 

『
人
の
値
打
ち 

江
口
い
と
人
権
の
詩
』 

著 

者 
 

江
口
い
と 

発
行
者 

 

石
井
昭
男 

 

発
行
所 

 
(

株
）
明
石
書
店 


